
第５２８回 海 務 協 議 会 
 

 

（１）日時：平成２６年９月１０日（水）１３：３０～ 

 

（２）場所：第一港湾合同庁舎 ２階 第一会議室 

 

（３）議題：  

 

１．「不正薬物・銃砲の密輸入の動向（白い粉・黒い武器レポート）」について 

監視部：佐々木（宏） 統括監視官 

 

２．ウクライナ（クリミア自治共和国又はセヴァストーポリ特別市を原産地とする場

合に限る）からの貨物に対する輸入の制限措置に伴う税関の対応について 

監視部：菅 上席監視官 

 

３．【出港前報告制度関係】「HLD 通知」に係る船会社（船舶代理店）の対応について 

監視部：菅 上席監視官 

 

４．税関庁舎停電に伴う NACCS 利用不可について（9月 14 日（日）） 

監視部：菅 上席監視官 

 

 

（４）その他・質疑応答 

 

 

 
開催予定日  平成２６年 １１月 １２日 （水）開催予定 

 

開 催 場 所  第一港湾合同庁舎 ２階 第一会議室 

 

当協会に関するご質問、議題等提起がございましたら、 

お気軽に事務局宛にご連絡下さい。 

 

公益財団法人 日本関税協会横浜支部 

ＴＥＬ０４５－６８０－１７５７ 

ＦＡＸ０４５－６８０－１７５８ 

Ｅ－ｍａｉｌ bra_yokohama@kanzei.or.jp 

 

 

http://www.yokohama-customs.go.jp （横浜税関） 

http://www.kanzei.or.jp   （日本関税協会） 

http://www.kanzei.or.jp/yokohama/ （日本関税協会横浜支部） 











Ⅰ．平成25年の不正薬物及び銃砲等の密輸入摘発状況 

１．摘発状況 

（１）ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成25年の主な不正薬物及び銃砲等の摘発状況】 

不正薬物全体※1の摘発件数は382件（前年比24％増）、押収量※2は約1,007㎏※3（前

年比61％増）であった。押収量が１tを上回るのは平成16年以来９年ぶり。 

銃砲の密輸入事犯の摘発件数は４件（前年比33％増）、押収量は６丁（前年比50％

増）であった。 
※1 覚醒剤、大麻、あへん、麻薬（コカイン、ヘロイン、MDMA等）向精神薬をいう。 

※2  錠剤型薬物を除いたもの。 

          ※3  薬物乱用者の通常使用量で約3,331万回分と使用量では過去2番目 

 

〔覚醒剤事犯〕 

摘発件数は154件（前年比9％増）、押収量は約859㎏（前年比78％増）であった。

押収量が800㎏を上回るのは、平成12年以来13年ぶり 

⇒ 密輸入手口の“大口化傾向”が顕著 

 ・海上貨物から約200㎏の大口事犯を２件摘発 

 ・押収量５㎏超の密輸入事犯が26件（前年比53％増）と大幅に増加 

⇒ 航空機旅客による押収量が“過去最高”を記録 

・押収量が約304㎏と過去最高であった平成22年の約235㎏を大幅に更新

・押収量の半数以上が土産品等に細工をして隠匿 

・50代以上の密輸入者が全体の４割以上 

⇒ 密輸仕出地が短期間で“目まぐるしく変化” 

・近年増加傾向にあったアフリカ、欧州が減少 

・インドを中心としたアジアや中国が急増 

  

〔大麻事犯〕 

摘発件数は66件（前年比20％減）、押収量は約13㎏（前年比90%減）と 

“大幅に減少”  

 

〔麻薬事犯〕 

  摘発件数は 128 件（前年比 2.8 倍）、押収量は約 135 ㎏（前年比 12.4 倍）と 

“大幅に増加” 
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（２）社会悪物品の摘発実績 

 
年

　種類 前年比

件 164 152 185 141 154 109%
kg 333 322 402 482 859 178%
件 111 59 71 82 66 80%
kg 52 27 57 132 13 10%
件 87 45 57 58 52 90%
kg 40 2 6 104 12 12%
件 24 14 14 24 14 58%
kg 12 25 51 29 1 3%
件 4 2 2 - 1 全増
kg 3 3 4 - 0 全増
件 93 50 37 46 128 278%
kg 15 11 44 11 135 12.4倍

千錠 83 16 5 4 17 429%
件 4 4 6 3 3 100%
kg 1 1 3 1 4 367%
件 10 11 9 7 10 143%
kg 13 6 38 9 127 13.5倍
件 4 2 4 5 6 120%
kg 0 - 2 0 3 13.8倍

千錠 31 0 0 0 0 111%
件 4 10 1 8 5 63%
kg 0 4 0 0 0 104%
件 29 3 3 2 2 100%
kg 0 0 1 - 0 全増

千錠 1 - - 0 - 全減
件 42 20 14 21 102 486%
kg 0 0 0 0 1 21.2倍

千錠 51 16 5 4 17 450%
件 30 33 31 39 33 85%
kg - 1 2 - 0 全増

千錠 10 14 13 12 10 81%
件 402 296 326 308 382 124%
kg 403 364 509 626 1,007 161%

千錠 93 30 18 16 27 166%

万回 1,191 1,133 1,550 1,701 3,331 196%

件 2 - - 3 4 133%
丁 2 - - 4 6 150%
件 2 - - 3 4 133%
丁 2 - - 4 6 150%
件 1 - 1 3 - 全減
点 2 - 1 3 - 全減

(注) １.税関が摘発した密輸入事犯に係る押収量の他、警察等他機関が摘発した事件で、税関が当該事件に関与したものに係る押収量を含む。

２.覚醒剤は、覚醒剤及び覚せい剤原料の合計数量を示す。

３.MDMA等は、MDMA、MDA及びMDEの合計数量を示す。

 ４.(参考)使用回数は、以下の不正薬物について、乱用者の通常の一回分使用量をもとに換算し、合計したものである。

（覚醒剤：0.03ｇ、大麻草：0.5ｇ、大麻樹脂：0.1ｇ、ヘロイン：0.01ｇ、コカイン：0.03ｇ、あへん：0.3ｇ、MDMA等及び向精神薬：1錠）

５.端数処理のため数値が合わないことがある。

６.数量の表記について、「0」とは500ｇまたは500錠未満の場合を示し、「－」とは全く無い場合を示す。

７.平成25年の数値は速報値である。

その他麻薬

大麻樹脂

大麻草

麻薬

ヘロイン

コカイン

ＭＤＭＡ等

ケタミン

メチロン

うち拳銃

銃砲部品

向精神薬

合計

銃砲

平成21年

（参考）使用回数

あへん

覚醒剤

大  麻

平成25年平成23年平成22年 平成24年
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（３）主な不正薬物の密輸入押収量の推移 
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(千錠)

その他

ＭＤＭＡ

向精神薬

その他 1 0 6 14 3 52 16 5 4 17

ＭＤＭＡ 401 234 115 715 139 31 0 0 0 0

向精神薬 27 15 27 12 20 10 14 13 12 10

16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

(ｋｇ)

その他

大麻

覚醒剤

その他 84 2 41 39 3 18 15 50 11 135

大麻 889 588 196 491 87 52 27 57 132 13

覚醒剤 386 88 140 287 408 333 322 402 482 859

16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年

※その他とは、麻薬（ヘロイン、コカイン等）、向精神薬及びあへんを含む。 

※数量の表記について、「0」とは 500 錠未満の場合を示す。 

（錠剤型薬物）

（粉末状薬物） 

1500 

1315
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（１）覚醒剤 

・ 多発する覚醒剤の大口密輸入事犯 

・ 航空機旅客による覚醒剤の押収量が過去最高を記録 

・ アジアからの密輸入が急増、中国、中南米は依然高水準 

２．不正薬物の密輸入動向 

 

 

 

 

 

 

覚醒剤事犯の検挙人員は10,909人であり、前年比ではやや減少（－668人、－5.8％）

した。覚醒剤事犯の検挙人員は、戦後の第３次覚醒剤乱用期のピークである平成９年以

降長期的には減少しているが、依然として１万人を超えている。 

また、覚醒剤事犯の検挙人員のうち、暴力団構成員等は近年6,000人以上を占めてい

るが、6,096人（－277人、－4.3％）とやや減少、外国人も588人（－29人、－4.7％）

と減少した（（注）警察庁調べ）。 

平成25年の税関における密輸入事犯の摘発件数は154件（対前年比9％増）と平成23

年、21年に次ぐ過去３番目となり引き続き高水準となった。また、押収量は、約859㎏

（前年比78％増）と前年の実績を大幅に上回る過去３番目の記録となり、平成12年以来

13年ぶりに800㎏を上回った〔図１参照〕。 

密輸入形態別にみると、商業貨物及び航空機旅客による大口密輸入事犯の摘発が顕著

であり、商業貨物による押収量は前年の２倍超と大幅に増加した。また、航空機旅客に

よる摘発件数は104件（前年比24%増）、押収量は約304㎏（前年比49%増）といずれも前

年の実績を大きく上回った。特に押収量については、初めて300㎏を超え、過去最高を

記録した。 

密輸仕出地別にみると、摘発件数はアフリカ及び欧州からの密輸入の摘発が大幅に減

少した一方で、インドを中心としたアジアからの密輸入の摘発は前年の２倍超と大幅に

増加、また、メキシコ及び中国からの密輸入の摘発は引き続き高水準となった。 

（注）警察庁調べ：警察庁「平成25年中の薬物・銃器情勢」から抜粋。以下本稿において同じ。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

〔図１：覚醒剤の密輸入押収量及び摘発件数の推移〕 
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大麻事犯の検挙人員は、過去10年をみると、平成21年をピークに減少傾向にあり、平

成25年の大麻事犯の検挙人員は1,555人（前年比－48人、－3.0％）であった。そのうち

暴力団構成員等は467人（－95人、－16.9％）、外国人は94人（－16人、-14.5％）であ

った（警察庁調べ）。 

平成25年の税関における密輸入事犯の摘発件数は66件（前年比20％減）、押収量は約

13kg（前年比90％減）とともに減少した〔図２参照〕。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

① 平成25年の税関におけるコカイン密輸入事犯の摘発件数は10件（前年比43％増）、

押収量は約127kg（前年比13.5倍）とともに増加した〔図３参照〕。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）大麻（大麻草及び大麻樹脂） 

・ 摘発件数、押収量ともに減少 

〔図２：大麻の密輸入押収量及び摘発件数の推移〕

(３)その他不正薬物（コカイン、ヘロイン、α-PVP） 
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〔図３：コカインの密輸入押収量及び摘発件数の推移〕 
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② 平成25年の税関におけるヘロイン密輸入事犯の摘発件数は３件（前年比100％）と

横ばい、押収量は約４㎏（前年比3.7倍）と増加した〔図４参照〕。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 平成25年に新規に麻薬指定された通称“α-PVP”の税関における密輸入事犯の摘発

件数が88件と多発し、麻薬類全体（128件）の摘発件数の約７割を占めた。 

 

３．銃砲の密輸入動向 

拳銃の押収丁数は、暴力団からの押収を含めて、長期的には減少傾向にあり、平成

25年は471 丁（前年比＋98 丁、＋26.3％）と増加し、そのうち真正拳銃は332 丁（う

ち密造拳銃13 丁）（＋23 丁、＋7.4％）、改造拳銃は139 丁（＋75 丁、＋117.2％）

であった（警察庁調べ）。 

なお、平成25年の銃砲の密輸入事犯の摘発件数は４件（前年比33％増）、押収量は

６丁（前年比50％増）であった〔図５参照〕。 

 

  

 

 

 

〔図５：銃砲の密輸入押収量及び摘発件数の推移〕 

〔図４：ヘロインの密輸入押収量及び摘発件数の推移〕 
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財 関 第 7 7 2 号 

平成 26 年８月５日 

 

（各）税関長  殿 

沖縄地区税関長 殿 

 

関税局長 宮 内  豊 

 

 

ウクライナ（クリミア自治共和国又はセヴァストーポリ特別市を 

原産地とする場合に限る）からの貨物に対する輸入の制限措置に伴う 

税関の対応について 

 

 

ウクライナをめぐる現下の国際情勢にかんがみ、この問題の解決を目指す国

際平和のための国際的な努力に我が国として寄与するため、主要国が講ずるこ

ととした措置の内容に沿い、我が国としてクリミア自治共和国又はセヴァスト

ーポリ特別市を原産地とする貨物の輸入の制限措置を実施することが決定され、

本日（８月５日）、「クリミア自治共和国及びセヴァストーポリ特別市のロシア

連邦への「併合」、又はウクライナ東部の不安定化に直接関与していると判断さ

れる個人及び団体に対する資産凍結等の措置について」が閣議了解されたとこ

ろである。 

これを受けて、クリミア自治共和国又はセヴァストーポリ特別市を原産地と

する全ての貨物の輸入の制限措置を実施するための輸入公表の一部を改正する

告示等が本日公示され、８月５日から実施することとなった。 

税関においては、経済産業省貿易経済協力局長からの通知（別紙）を踏まえ、

関係省庁との連携を密にし、本輸入の制限措置の実行の確保に努めるため、下

記により実施されたい。 

 

記 

 
１．税関における審査に際しては、通関関係書類等により貨物の原産地を確認

するとともに、検査に際しては、貨物等に付された表記等により貨物の原産

地を確認することとし、経済産業省と緊密に連携することにより、本輸入の

制限措置の実行を確保すること。 

   
２．上記により適正な通関の徹底を図るほか、輸入事後調査を的確に実施し、

違法行為が発見された場合には厳正に対処すること。また、関係省庁や関係

機関との緊密な情報交換及び連携並びに通関業者、倉庫業者等の関係業者な

どからの情報収集について、一層の充実を図ること。 



別紙 

 

経 済 産 業 省 

 
 

20140730 貿局第１号 

 平成２６年８月５日 

 

 

 

 財務省関税局長 殿 

 

 

 

                   経済産業省貿易経済協力局長 

 

 

 

ウクライナ（クリミア自治共和国又はセヴァストーポリ特別市

を原産地とする場合に限る。）に係る輸入制限措置について 

 

 

 上記の件について、平成２６年８月５日付け閣議了解に基づき別紙のとおり

告示されることになるため、税関においても本改正の趣旨を踏まえ当省と連携

の上、御対応方よろしくお願いいたします。 
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「クリミア自治共和国」及び「セヴァストーポリ特別市」の位置 

 

平 成 2 6 年 9 月 1 0 日 

第 528 回海務協議会資料 



 

３．【出港前報告制度関係】「HLD 通知」に係る船会社（船舶代理店）の対応について 

 

１．「HLD 通知」とは 

  報告された積荷情報のリスク評価を完了するために、追加の情報又は情報の訂正を要請する必要  

がある場合に税関が行う事前通知 

 

２．「HLD 通知」の主な要因 

（1）「荷送人名」欄、「荷受人名」欄等への不適切な入力 

   ＜事例＞ 

    ・「/」や「A」一文字のみの入力 等々 

（2）「マスターB/L 番号」の相違 

   ＜事例＞ 

    ・NACCS 用船会社コードの重複入力、NACCS 用船会社コードの選択誤り 等々 

（3）「船舶情報」の不一致 

   「船舶情報」とは、船舶コード、航海番号、船会社コード、船積港コード及び船積港枝番の 5

項目のことをいい、関連付くマスターB/L 及びハウス B/L の間において上記 5項目が一致して

いる必要がある。 

   ＜事例＞ 

    ・船舶コードの入力誤り（コールサインではなく IMO 番号を入力） 等々 

 

※ 詳しくは、5/14（第 526 回）開催時資料「出港前報告制度における積荷情報の報告時の留意点」

及び 7/16（第 527 回）開催時資料「出港前報告制度における積荷情報の不適切報告事例」を参照

願います。 

 

３．「HLD 通知」出力時の船会社（船舶代理店）の対応 

◎２．（1）について 

   NACCS の「出港前報告訂正（CMR）」業務を利用し、該当箇所の訂正を行ってください（「出港前

報告訂正呼出し（CMR11）」業務にて、当初報告した情報を呼び出したうえで訂正を行うことも

可能）。 

◎２．（2）及び（3）について 

   これらの事例につきましては、多くが「ハウス B/L」の報告の中で見受けられ、ハウス B/L 側   

に原因があった場合には、ハウス B/L 報告者（NVOCC）に対し「HLD 通知」が出力されます。 

「HLD 通知」が出力された時点でマスターB/L の報告がされている場合には、当該マスターB/L

の報告者にも「HLD 通知」が出力されるシステム上の仕様になっておりますが、これはあくまで

も「ハウス B/L と関連付く場合」であるため、出力されない場合があります。 

   まず、基本的な事項としまして、ハウス B/L 報告者となる NVOCC と、船舶情報やマスターB/L

番号の情報共有を十分行ってください。 

   また、事前通知が出力されない場合でも、システム的に情報不一致の B/L が存在すると判定さ

れた場合には「出港前報告不一致情報（別紙参照）」が「出港日時報告（ATD）」業務又は「積荷

目録提出（DMF）」業務実施者（両業務とも船会社又は船舶代理店が実施者）に出力されますので、

こちらを利用して NVOCC に対して訂正を促してください。 
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４．税関庁舎停電に伴う NACCS 利用不可について（9月 14 日（日）） 

 

 

 9 月 14 日（日）に停電を伴う電気設備点検を行う予定であり、これにより、 

 

当日の 8：30～13：30 の間 

 

 横浜税関監視部取締部門（2A）に対する NACCS 業務ができません。 

 

 大変ご迷惑をお掛けしますが、上記時間帯においては、マニュアル（窓口）での手続きをお願

いいたします。 

 

なお、電話及び FAX につきましては、通信可能となります。 

 

 

 

 

（参考：「NACCS 掲示板」より） 
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「クリミア自治共和国」及び「セヴァストーポリ特別市」の位置 
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1 出力共通項目

an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・船舶コード　９桁
・航海番号　１０桁
・船会社コード　４桁
・船積港コード＋船積港枝番　または
　船卸港コード＋船卸港枝番　６桁

2 船舶コード

an 9 M

コールサイン （１）ＡＴＤ業務等の場合は、出港前報告管理ＤＢに登録
されている船舶コードを出力
（２）ＤＭＦ業務またはＣＭＦ０２業務の場合は、積荷目
録管理ＤＢに登録されている船舶コードを出力

3 航海番号

an 10 C

（１）ＡＴＤ業務等の場合は、出港前報告管理ＤＢに登録
されている航海番号を出力
（２）ＤＭＦ業務またはＣＭＦ０２業務の場合は、積荷目
録管理ＤＢに登録されている航海番号を出力

4 船会社コード

an 4 M

（１）ＡＴＤ業務等の場合は、出港前報告管理ＤＢに登録
されている船会社コードを出力
（２）ＤＭＦ業務またはＣＭＦ０２業務の場合は、積荷目
録管理ＤＢに登録されている船会社コードを出力

5 船積港コード
an 5 C

国連ＬＯＣＯＤＥ ＡＴＤ業務等の場合は、出港前報告管理ＤＢに登録されて
いる船積港コードを出力

6 船積港枝番
an 1 C

ＡＴＤ業務等の場合は、出港前報告管理ＤＢに登録されて
いる船積港枝番を出力

7 出港年月日
n 8 C

ＡＴＤ業務等の場合は、出港前報告管理ＤＢに登録されて
いる出港年月日（ＡＴＤ業務で入力された出港年月日）を
出力

8 出港時分
n 4 C

ＡＴＤ業務等の場合は、出港前報告管理ＤＢに登録されて
いる出港時分（ＡＴＤ業務で入力された出港時分）を出力

9 グリニッジ標準時差
分 an 5 C

ＡＴＤ業務等の場合は、出港前報告管理ＤＢに登録されて
いるグリニッジ標準時差分を出力

10 緩和措置対象地域識
別 an 1 C

ＡＴＤ業務の場合は、出港前報告管理ＤＢに登録されてい
る緩和措置対象地域識別を出力

11 船卸港コード
an 5 C

国連ＬＯＣＯＤＥ ＤＭＦ業務またはＣＭＦ０２業務の場合は、積荷目録管理
ＤＢに登録されている船卸港コードを出力

12 船卸港枝番
an 1 C

ＤＭＦ業務またはＣＭＦ０２業務の場合は、積荷目録管理
ＤＢに登録されている船卸港枝番を出力

13 入港年月日
n 8 C

ＤＭＦ業務またはＣＭＦ０２業務の場合は、積荷目録管理
ＤＢに登録されている入港年月日を出力

14 オーバーフロー識別

an 1 C

オーバーフローの旨を出力
Ｙ：出力対象Ｂ／Ｌが１００件を超える為、一部出力でき
ないＢ／Ｌがある（ＩＭＬ業務またはＩＭＩ業務で確認す
ること）

15

100

Ｂ／Ｌ番号

an 35 M

（１）ＡＴＤ業務の場合は、出港前報告情報ＤＢに登録さ
れているＢ／Ｌ番号を昇順で出力
（２）ＣＭＲ業務の場合は、入力されたＢ／Ｌ番号を出力
（３）ＣＨＲ業務の場合は、入力されたハウスＢ／Ｌ番号
及びマスターＢ／Ｌ番号を出力
（４）ＤＭＦ業務の場合は、抽出された貨物管理番号を昇
順で出力
（５）ＣＭＦ０２業務の場合は、入力された貨物管理番号
を出力
（６）不一致と判定されたＢ／Ｌのみ出力

16

*

不一致識別（ハウス
Ｂ／Ｌ未登録） an 1 C

ＡＴＤ業務等の場合で、ハウスＢ／Ｌ以外の場合は、ハウ
スＢ／Ｌ未登録の旨を出力
Ｈ：ＡＭＲ業務等済、ＡＨＲ業務等未済

17

*

不一致識別（マス
ターＢ／Ｌ未登録） an 1 C

ＡＴＤ業務等の場合で、ハウスＢ／Ｌ以外の場合は、マス
ターＢ／Ｌ未登録の旨を出力
Ｍ：ＡＭＲ業務等未済、ＡＨＲ業務等済

18

*

不一致識別（船舶情
報不一致） an 1 C

ＡＴＤ業務等の場合で、ハウスＢ／Ｌ以外の場合は、船舶
情報不一致の旨を出力
Ｓ：マスターＢ／ＬとハウスＢ／Ｌの船舶情報が異なる

19
*

不一致識別（報告期
限超過） an 1 C

ＡＴＤ業務等の場合は、報告期限超過の旨を出力
Ｔ：報告期限超過

20

*

不一致識別（出港前
報告未済） an 1 C

ＤＭＦ業務またはＣＭＦ０２業務の場合は、出港前報告未
済の旨を出力
Ａ：ＡＭＲ業務等未済

21

*

不一致識別（出港日
時報告未済） an 1 C

ＤＭＦ業務またはＣＭＦ０２業務の場合は、出港日時報告
未済の旨を出力
Ｄ：ＡＴＤ業務未済

出港前報告不一致情報（民間）（ＳＡＳ１０８） 編集仕様

コード
繰
2

出力条件/形式

カ
ン
マ

￥
非
表
示

分
割

出力情報名（出力情報コード）

項番 欄 項目名

条件
繰
1

属
性

桁
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４．税関庁舎停電に伴う NACCS 利用不可について（9月 14 日（日）） 

 

 

 9 月 14 日（日）に停電を伴う電気設備点検を行う予定であり、これにより、 

 

当日の 8：30～13：30 の間 

 

 横浜税関監視部取締部門（2A）に対する NACCS 業務ができません。 

 

 大変ご迷惑をお掛けしますが、上記時間帯においては、マニュアル（窓口）での手続きをお願

いいたします。 

 

なお、電話及び FAX につきましては、通信可能となります。 

 

 

 

 

（参考：「NACCS 掲示板」より） 
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